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炎症の慢性化機構の
解明と制御に向けた
基盤技術の創出

慢性炎症

【研究開発目標】
炎症の慢性化機構の解明に基づく、
がん・動脈硬化性疾患・自己免疫疾
患等の予防・診断・治療等の医療基
盤技術の創出

宮坂 昌之
大阪大学未来戦略機構 特任教授
フィンランドアカデミー FiDiPro 教授

　本研究開発領域では、炎症が慢性
化する機構を明らかにし、慢性炎症を
早期に検出し、制御し、消退させ、修
復する基盤技術の創出を目的とします。
　具体的には、（1）炎症制御の破綻
機構を明らかにすることにより、炎症
の慢性化を誘導、維持する因子を同定
する、（2）炎症の慢性化によりどのよ
うにして特定の疾患（がん、神経変性
疾患、動脈硬化性疾患などを含む）が
発症するのか、その機序を明らかにし、
制御する基盤技術を創出する、（3）炎
症の慢性化の早期発見および定量的
な評価を可能にする基盤技術を創出す
る、などを目指した研究を対象とします。
なかでも、従来の基礎のみ、あるいは
臨床のみの研究ではなく、十分なエビ
デンスに基づいた知見を高次炎症調節
機構の理解にまで昇華させ、新たな先
制医療基盤技術の開発につなげられる
ような視点をもつ研究を重視します。

RNA 階層に
おける炎症の時間軸
制御機構の解明

消化器がんの発生・
進展過程における
慢性炎症の誘導と
役割の解明

慢性炎症における
ガイダンス因子の
病的意義の
解明とその制御

次世代の生体イメージ
ングによる慢性炎症
マクロファージの
機能的解明

老化関連疾患における
慢性炎症の
病態生理学的意義の
解明

制御性Ｔ細胞による
慢性炎症制御技術の
開発

炎症性腸疾患の
慢性化制御機構の
解明と治療戦略の
基盤構築

慢性炎症による
疾患発症機構の
構造基盤

プロスタグランジンを
引き金とする
炎症慢性化機構の
解明

稀少遺伝性炎症疾患の
原因遺伝子同定に
基づく炎症制御法の
開発

脳内免疫担当細胞
ミクログリアを主軸とする
慢性難治性疼痛発症
メカニズムの解明

気道炎症の
慢性化機構の解明と
病態制御治療戦略の
基盤構築

自然免疫における
転写後調節を介した
慢性炎症抑制
メカニズムの解析

炎症の慢性化における
造血幹細胞・前駆細胞
ニッチの役割と
その制御

臓器特異的自己免疫
疾患の病態解明による
慢性炎症制御法の
開発

慢性炎症に
伴う臓器線維化の
分子・細胞基盤

環境応答破綻が
もたらす炎症の
慢性化機構と
治療戦略
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